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き
、
幅
広
い
世
代
の
つ
な
が
り
を
実
現

で
き
る
こ
と
を
強
く
願
っ
て
お
り
ま

す
。
近
年
、
世
界
を
見
て
も
日
本
国
内

に
お
い
て
も
分
断
の
時
代
に
な
っ
て
き

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
時
こ
そ
純
粋
に
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
し
て
い
け
る
親
睦
会
と
い

う
も
の
の
意
味
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
親
睦
の
輪
を
広

げ
る
機
会
を
ど
の
よ
う
に
作
っ
て
い
け

ば
よ
い
か
皆
様
の
お
知
恵
を
お
借
り
し

な
が
ら
よ
り
楽
し
い
会
を
実
現
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
皆
様
方
の
ご
助
言
ご
協
力

を
賜
り
、
卒
業
生
の
親
睦
の
会
と
し
て

準
会
員
を
含
め
た
会
員
の
つ
な
が
り
の

一
助
と
な
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

観
光
地
ま
で
も
手
軽
に
移
動
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
三
陸
は
渓

流
釣
り
が
趣
味
の
私
に
と
っ
て
は
今
も

聖
地
と
い
っ
て
よ
い
よ
う
な
場
所
で

す
。
な
ん
と
い
っ
て
も
三
陸
の
渓
流
魚

は
き
れ
い
で
釣
り
人
に
や
さ
し
い
で

す
。
釣
針
を
結
ぶ
に
も
糸
が
見
え
ず
30

分
も
か
か
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
衰
え
た
私

に
も
イ
ワ
ナ
と
ヤ
マ
メ
が
機
嫌
よ
く
顔

を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
卒
業
生
の
皆

様
も
そ
し
て
学
生
の
皆
様
も
友
人
同
士

で
あ
る
い
は
ご
家
族
と
一
緒
に
旅
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
注
意
事

項
と
し
て
は
近
年
各
地
で
取
り
ざ
た
さ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
三
陸
も
ク
マ
が
多

く
生
息
し
て
お
り
ま
す
。
自
然
環
境
が

豊
か
な
証
拠
で
も
あ
り
ま
す
が
、
事
故

の
な
い
よ
う
に
ご
注
意
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
三
水
会
も
会
員
数
８
４
０
０

名
を
超
え
る
団
体
と
な
り
ま
し
た
。
年

齢
の
幅
も
年
々
広
が
っ
て
い
く
中
で
、

今
後
は
準
会
員
も
含
め
た
若
い
会
員
の

方
々
の
協
力
な
し
で
は
会
の
運
営
を
は

じ
め
事
業
と
し
て
の
イ
ベ
ン
ト
の
活
性

化
も
難
し
く
な
っ
て
い
く
も
の
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
北
里
大
学
同
窓
会
や
支

部
同
窓
会
と
も
連
携
し
て
会
員
同
士
が

親
睦
を
深
め
、
親
睦
の
輪
が
広
が
っ
て

い
く
こ
と
を
希
望
し
て
お
り
ま
す
。
特

に
学
生
で
あ
る
準
会
員
の
方
々
を
三
水

会
と
し
て
支
援
を
し
て
い
く
と
と
も
に

三
水
会
の
活
動
に
ご
協
力
を
い
た
だ

科
学
部
同
窓
生
か
ら
は
朝
日
田
卓
先
生

が
理
事
長
特
命
補
佐
と
な
っ
て
お
ら
れ

ま
す
。
大
学
に
お
い
て
は
学
部
も
新
た

に
創
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
相
模
原
キ
ャ

ン
パ
ス
の
未
来
工
学
部
に
続
い
て
昨
年

は
新
潟
キ
ャ
ン
パ
ス
に
健
康
科
学
部
が

創
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
7

学
部
か
ら
９
学
部
へ
と
学
部
数
も
増
え

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
獣
医
学
部
に

お
き
ま
し
て
は
本
年
４
月
、
グ
リ
ー
ン

環
境
創
成
科
学
科
が
相
模
原
キ
ャ
ン
パ

ス
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
相
模
原
キ
ャ

ン
パ
ス
も
医
学
部
の
新
校
舎
が
竣
工

し
、
大
き
く
進
化
し
て
お
り
ま
す
。
今

年
度
に
は
図
書
館
も
竣
工
を
予
定
し
て

い
る
よ
う
で
す
。
ぜ
ひ
、
三
水
会
の
会

員
の
皆
様
も
相
模
原
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪

ね
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

一
方
、
三
陸
キ
ャ
ン
パ
ス
は
震
災
で

傷
ん
だ
老
朽
化
し
た
建
物
の
解
体
が
終

わ
り
、
研
究
棟
や
体
育
館
な
ど
数
棟
を

残
し
て
、
三
陸
臨
海
教
育
研
究
セ
ン

タ
ー
と
し
て
施
設
の
運
用
を
継
続
し
て

お
り
ま
す
。
特
に
1
号
館
と
呼
ば
れ
る

以
前
は
食
堂
と
講
義
室
の
あ
っ
た
マ
リ

ン
ホ
ー
ル
と
呼
ば
れ
て
い
た
建
物
は
大

変
き
れ
い
な
見
晴
ら
し
の
良
い
宿
泊
施

設
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
我
々
卒
業
生

は
割
引
料
金
で
宿
泊
可
能
な
の
で
活
用

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
私

も
一
昨
年
、
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
現
在
、
無
料
で
使
え
る
三
陸
道

が
整
備
さ
れ
、
宮
古
、
遠
野
と
い
っ
た

内
藤
新
会
長
挨
拶

内
藤　

文
隆
（
8
Ｆ
Ａ
）

　

三
水
会
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。
２
０
２
５
年
５
月
の
三

水
会
定
期
総
会
に
お
い
て
会
長
を
拝
命

い
た
し
ま
し
た
水
産
学
部
水
産
増
殖
学

科
１
９
８
３
年
卒
業
、
８
期
生
の
内
藤

文
隆
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

前
会
長
の
高
橋
明
義
先
生
が
昨
年
、

学
校
法
人
北
里
研
究
所
の
副
理
事
長
に

就
任
さ
れ
ま
し
た
。
理
事
長
の
浅
利
靖

先
生
、
学
長
の
砂
塚
敏
明
先
生
は
そ
れ

ぞ
れ
医
学
部
、
薬
学
部
の
同
窓
生
で
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
な
お
、
海
洋
生
命

2



薦
お
よ
び
会
長
・
副
会
長
の
人
事
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
、
原
案
通
り
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

定
期
総
会
終
了
後
、
同
講
義
室
に
お

い
て
天
野
勝
文
学
部
長
か
ら
、
海
洋
生

命
科
学
部
の
近
況
等
を
紹
介
い
た
だ

き
、
続
い
て
準
会
員
活
動
助
成
金
交
付

者
で
あ
る
海
洋
生
命
科
学
部
の
森
陽
香

氏
か
ら
、
助
成
に
係
る
活
動
内
容
の
報

告
が
あ
り
、
内
藤
会
長
か
ら
記
念
品
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
薬
学
部
２
号
館
１
階
学
生

食
堂
に
て
懇
親
会
を
開
催
し
、
久
々
に

互
い
の
交
友
を
深
め
ま
し
た
。

「
２
０
２
４
年
度
事
業
報
告
」

１
．
会
報
の
発
行

　

同
窓
生
の
動
向
、
海
洋
生
命
科
学
部

の
現
状
お
よ
び
各
種
情
報
を
含
む
会
報

を
２
０
２
４
年
９
月
と
２
０
２
５
年
３

月
の
２
回
発
行
し
た
。

２
．
三
水
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営
管
理

　

会
員
に
対
し
本
会
の
各
種
情
報
を
提

供
し
た
。

３
．
会
員
の
現
状
の
把
握

　

全
学
同
窓
会
と
連
携
し
、
会
員
情
報

の
正
確
性
の
向
上
に
努
め
た
。

４
．
親
睦
会
の
開
催

　

九
州
・
沖
縄
地
区
会
員
を
主
な
対
象

と
し
た
親
睦
会
を
２
０
２
５
年
２
月
８

日
（
土
）
那
覇
市
に
て
開
催
し
た
。

５
．
同
期
会
等
の
助
成

　

研
究
室
同
窓
会
や
同
期
会
等
、
卒
業

「
２
０
２
５
年
度

　
　

三
水
会
定
期
総
会
報
告
」

　

５
月
17
日
（
土
）、
水
産
増
殖
学
科

９
期
の
朝
日
田
卓
氏
（
館
長
）
の
ご
案

内
に
よ
り
、
北
里
柴
三
郎
記
念
博
物
館

を
観
覧
し
た
後
、
午
後
３
時
20
分
か

ら
、
北
里
大
学
白
金
キ
ャ
ン
パ
ス
薬
学

部
２
号
館
２
階
２
２
０
１
講
義
室
に
お

い
て
、
２
０
２
５
年
度
三
水
会
定
期
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
は
代
議
員
総
数
50
名
に
対
し
、

出
席
49
名
（
本
人
出
席
41
名
、
委
任
状

提
出
８
名
）、
欠
席
１
名
と
な
り
ま
し

た
。

　

冒
頭
、
議
長
団
の
選
出
で
は
議
長
に

水
産
増
殖
学
科
17
期
の
田
中
和
義
氏
、

続
い
て
議
事
録
署
名
人
に
は
水
産
食
品

学
科
５
期
の
稲
沢
昌
茂
氏
お
よ
び
水
産

食
品
学
科
６
期
の
河
村
尚
之
氏
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
議
事
に
入
り
執
行
部
か
ら

１
号
議
案
の
２
０
２
４
年
度
事
業
報
告

お
よ
び
収
支
決
算
報
告
が
行
わ
れ
、
続

い
て
２
号
議
案
の
監
査
報
告
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
原
案
通
り
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
３
号
議
案
の
２
０
２
５

年
度
事
業
計
画
案
お
よ
び
予
算
案
の
説

明
が
あ
り
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

次
に
４
号
議
案
の
第
16
期
役
員
（
理

事
）
の
辞
任
に
伴
う
後
任
候
補
者
の
推

2024年度収支決算書
2025年3月31日現在

支出の部 収入の部

科　　目 予算額 決算額 科　　目 予算額 決算額

１．事業費

⑴ 会報の発行費

⑵ 三水会HPの運営費

⑶ 会員現況把握費

⑷ 親睦会の開催費

⑸ 同期会等助成費

⑹ 懇談会費

⑺ 準会員活動助成金

⑻ 就活ヒント開催費

⑼ 漁船海難遺児育英会寄付

⑽ 水産学部卒後30年集い検討会費

２．運営・管理費

⑴ 印刷・通信費

⑵ 会議費

⑶ 総会費

⑷ 事務局費

⑸ 慶弔費

３．予備費

４．次年度繰越金

4,450,000

2,700,000

200,000

150,000

400,000

200,000

100,000

200,000

250,000

50,000

200,000

2,400,000

450,000

700,000

300,000

900,000

50,000

4,878,100

3,591,162

 2,741,082 

123,000

108,830

200,000

104,000

103,550

50,000

110,700

50,000

0

2,022,807

310,570

663,802

247,210

761,225

40,000

6,117,797

１．部会助成金

２．会報郵送料補助

３．前年度繰越金

４．預金利息

５．雑収入

4,458,000

875,000

6,385,069

31

10,000

4,458,000

875,000

6,385,069

3,697

10,000

合　　計 11,728,100 11,731,766 合　　計 11,728,100 11,731,766

財　産　目　録
2025年３月31日現在

＊一般会計（円）
預金等

みずほ銀行　　　　　　　　三ツ境支店
山梨中央銀行　　　　　　　　小沼支店
みずほインベスターズ証券　　新宿支店

普　1159267
普　214393
ＭＭＦ

444,850
5,053,210
609,067

現　　　金 10,670

合　　　計 6,117,797

＊特別会計（円）
（1）事業積立金
みずほインベスターズ証券　　新宿支店 ＭＭＦ 1,000,000

（2）大学助成金
ゆうちょ銀行　〇八八　　088 普　15963761 151,261

※ 一般会計「準会員活動助成」の対象とならない北里大学や準会
員以外の団体等に対する助成を　目的とする積立金

監　査　報　告　書
　三水会規約第18条に基づき、2024年度（自・2024年４月１
日、至・2025年３月31日）提出された収支決算書の各事項に
ついて監査を行った結果、その内容は適当なものと認めます。

2025年４月７日
監事　西尾　　徹

2025年４月10日
監事　材津　　裕
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職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行
う
。

９
．
漁
船
海
難
遺
児
育
英
会
寄
付

　

漁
船
海
難
等
に
よ
り
親
を
亡
く
し
た

子
弟
に
、
学
費
の
援
助
を
行
っ
て
い
る

漁
船
海
難
遺
児
育
英
会
に
対
し
寄
付
を

行
う
。

10
．
水
産
学
部
卒
後
30
年
の
集
い
等
検

討
委
員
会
の
開
催

　

水
産
学
部
卒
後
30
年
の
集
い
お
よ
び

各
種
事
業
に
つ
い
て
の
検
討
委
員
会
を

設
置
す
る
。

　

２
０
２
６
年
度
に
「
卒
後
30
年
の

集
い
（
12
期
〜
16
期
）」
お
よ
び
「
全

学
同
窓
会
公
開
講
演
会
（
主
管
：
三

水
会
）」
を
開
催
す
る
こ
と
と
し
、

２
０
２
５
年
度
は
準
備
委
員
会
を
発
足

す
る
。

各
種
事
業
に
つ
い
て
の
検
討
委
員
会
の

開
催
を
見
送
っ
た
。

「
２
０
２
５
年
度
事
業
計
画
」

１
．
会
報
の
発
行

　

同
窓
生
の
動
向
、
海
洋
生
命
科
学
部

の
現
状
お
よ
び
各
種
情
報
を
含
む
会
報

を
２
０
２
５
年
９
月
と
２
０
２
６
年
３

月
の
２
回
発
行
す
る
。

２
．
三
水
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営
管
理

　

会
員
に
対
し
本
会
の
各
種
情
報
を
提

供
す
る
。

３
．
会
員
の
現
状
の
把
握

　

全
学
同
窓
会
と
連
携
し
、
会
員
情
報

の
正
確
性
の
向
上
に
努
め
る
。

４
．
親
睦
会
の
開
催

　

各
地
区
の
会
員
を
対
象
と
し
た
親
睦

会
を
開
催
す
る
。

５
．
同
期
会
等
の
助
成

　

研
究
室
同
窓
会
や
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会

等
、
卒
業
生
の
集
会
費
用
の
一
部
を
助

成
す
る
。

６
．
懇
談
会
の
開
催

　

大
学
職
員
、
在
学
生
お
よ
び
卒
業
生

等
と
の
懇
談
会
を
開
催
し
意
見
交
換
を

行
う
。

７
．
準
会
員
活
動
助
成

　

準
会
員
（
個
人
も
し
く
は
団
体
）
活

動
経
費
の
一
部
を
助
成
す
る
。

８
．
就
活
ヒ
ン
ト（
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
）

の
開
催

　

各
分
野
の
卒
業
生
を
講
師
に
迎
え
、

海
洋
生
命
科
学
部
在
学
生
を
対
象
に
就

の
開
催

　

各
分
野
の
卒
業
生
を
講
師
に
迎
え
、

海
洋
生
命
科
学
部
在
学
生
を
対
象
と

し
た
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
10
月
17
日

（
木
）
に
開
催
し
た
。
今
年
度
は
受
講

生
と
の
交
流
会
等
は
行
な
わ
ず
粗
品
を

進
呈
し
た
。

９
．
漁
船
海
難
遺
児
育
英
会
寄
付

　

漁
船
海
難
等
に
よ
り
親
を
亡
く
し
た

子
弟
に
、
学
費
の
援
助
を
行
っ
て
い
る

公
益
財
団
法
人
漁
船
海
難
遺
児
育
英
会

に
対
し
寄
付
を
し
た
。

10
．
卒
後
30
年
の
集
い
等
検
討
委
員
会

の
開
催

　

水
産
学
部
卒
後
30
年
の
集
い
お
よ
び

生
の
集
会
費
用
の
一
部
に
つ
い
て
助
成

を
行
っ
た
。
申
請
の
あ
っ
た
４
団
体
に

対
し
て
、
集
会
費
用
の
一
部
を
助
成
し

た
。

６
．
懇
談
会
の
開
催

　

大
学
教
職
員
と
の
懇
談
会
を
５
月
10

日
（
金
）
相
模
原
市
に
て
開
催
し
た
。

７
．
準
会
員
活
動
助
成

　

・ 

準
会
員
活
動
助
成
よ
り
、個
人（
１

名
）
の
活
動
費
用
の
一
部
を
助
成

し
た
。

　

・ 

ク
ラ
ブ
助
成
よ
り
、
北
里
三
陸
湧

昇
龍
部
の
活
動
費
用
の
一
部
を
助

成
し
た
。

８
． 

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス（
就
活
ヒ
ン
ト
）

2025年度予算

支出の部 収入の部

科　　目 予算額 科　　目 予算額

１．事業費

⑴ 会報発行費

⑵ 三水会ＨＰ運営費

⑶ 会員現況把握費

⑷ 親睦会開催費

⑸ 同期会等助成費

⑹ 懇談会費

⑺ 準会員活動助成金

⑻ 就活ヒント開催費

⑼ 漁船海難遺児育英会寄付

⑽ 水産学部卒後30年の集い検討会費

２．運営・管理費

⑴ 印刷・通信費

⑵ 会議費

⑶ 総会費

⑷ 事務局費

⑸ 慶弔費

３．予備費

4,550,000

2,800,000

200,000

150,000

400,000

200,000

100,000

200,000

250,000

50,000

200,000

2,500,000

450,000

700,000

300,000

900,000

150,000

4,486,000

１．部会助成金

２．会報郵送料補助

３．前年度繰越金

４．預金利息

５．雑収入

3,948,000

1,460,000

6,117,797

203

10,000

合　　計 11,536,000 合　　計 11,536,000

2025年度三水会定期総会
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ね
て
き
た
努
力
や
情
熱
が
一
瞬
に
し
て

消
え
去
っ
た
こ
と
に
、
深
い
喪
失
感
と

無
力
感
を
抱
か
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

こ
の
災
害
は
、
私
た
ち
に
自
然
の
脅

威
を
改
め
て
突
き
つ
け
る
も
の
で
あ

り
、
今
後
も
避
け
が
た
い
厳
し
い
現
実

と
し
て
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
こ
う
し
た
困
難
な
状
況
の
中

で
も
、
私
た
ち
社
員
一
同
は
決
し
て
諦

め
る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
こ
の
試
練
を

乗
り
越
え
る
た
め
に
一
丸
と
な
っ
て
再

建
へ
の
歩
み
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
地

域
社
会
と
共
に
歩
み
、
地
域
に
根
ざ
し

た
企
業
と
し
て
の
使
命
を
胸
に
刻
み
、

再
び
大
船
渡
の
海
で
質
の
高
い
あ
わ
び

を
育
て
、
多
く
の
皆
様
の
も
と
に
お
届

け
で
き
る
日
を
目
指
し
て
懸
命
に
努
力

を
続
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
被
災
後
に
は
思
い
が
け
ず
多

く
の
方
々
か
ら
温
か
い
励
ま
し
の
言
葉

や
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
は
、

元
正
榮
北
日
本
水
産
株
式
会
社

災
害
支
援
へ
の
御
礼

元
正
榮　

北
日
本
水
産
株
式
会
社

代
表
取
締
役　

古
川 

季
宏

（
15
Ｆ
Ａ　

古
川 

末
広
）

　

令
和
７
年
２
月
に
発
生
し
ま
し
た
大

船
渡
市
の
大
規
模
山
林
火
災
に
よ
り
、

私
ど
も
元
正
榮 

北
日
本
水
産
株
式
会

社
が
長
年
に
わ
た
り
大
切
に
育
て
て
ま

い
り
ま
し
た
あ
わ
び
養
殖
施
設
は
、
甚

大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
施
設
の
一

部
は
焼
失
し
、
丹
精
込
め
て
育
て
て
き

た
約
２
５
０
万
個
も
の
あ
わ
び
が
す
べ

て
失
わ
れ
る
と
い
う
、
創
業
以
来
最
大

の
未
曾
有
の
損
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し

た
。
東
日
本
大
震
災
を
経
て
幾
多
の
困

難
を
乗
り
越
え
て
き
た
私
た
ち
に
と
っ

て
も
、
こ
の
山
林
火
災
は
ま
さ
に
想
像

を
絶
す
る
衝
撃
で
あ
り
、
長
年
積
み
重

理事（20名）
【会長】 内藤　文隆 8FA
【副会長】 越川　成二 12FA
【副会長】 北島　康弘 15FA

長谷川一敏 3FA
佐々木尊司 5FF
藤田　伸治 7FF
中野　清隆 10FA
大坪　孝志 14FF
加藤　茂基 15FF
磯山　直彦 16FA
増田　孝文 18FA
高坂　友和 24FF

高原陽子（小堺） 24FA
重光　康宏 25FF
安孫子　信吾 28FF

松本典子（阿見彌） 29FM
大池晴佳（柴田） 34FM
川内絵美（渡辺） 36FM
吉永　昌弘 37FB
福士　洋隆 39FB

監事（2名）
材津　裕 5FA
西尾　徹 14FF

代議員（28名）
佐藤　敏行 3FF
鈴木　潤一 3FF
藤森　年三 3FF
水鳥　純雄 3FA

石井美華（平井） 4FA
奥村　誠一 5FA
神取　政司 5FA
高橋　明義 5FF
稲沢　昌茂 5FF

河村　尚之 6FF
堀内　岳郎 6FF
岡村　博登 6FF
美野　朋隆 7FA

柳澤明美（武田） 7FA
朝日田　卓 9FA
水石　博彦 10FA
徳江　喜一 11FF
源　裕次 13FF
及川　善裕 14FF

大場加奈子（渡邊） 15FF
田中　和義 17FA
小野　要 18FF
加藤　紳 19FA
北吉　直子 23FA
澤田　一路 22FF

川上由紀（小野塚） 24FA
吉田　早紀 36FM
山根　竜二 37FB

顧問
伴　圭司 1FA
大野　良樹 1FA
長屋　信博 1FA

学部・学科・識別コード
〔水産学部（旧）〕
　水産増殖学科 1976年～2003年 FA
　水産食品学科 1976年～2003年 FF
　水産生物科学科 2004年～2013年 FM
〔海洋生命科学部〕
　海洋生命科学科 2012年～ FB

三水会第16期理事、監事、代議員および顧問（2025年５月17日～2027年５月）

焼けた送水管

被災で斃死したあわび稚貝
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し
、
今
年
は
幸
い
に
も
助
成
金
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
、
そ
の
お
か
げ
で
多

く
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
特
に
、
助
成
金
は
参
加
に

か
か
る
費
用
を
カ
バ
ー
し
、
私
た
ち
の

活
動
が
よ
り
多
く
の
人
々
に
届
く
よ
う

に
す
る
た
め
の
大
き
な
力
と
な
り
ま
し

た
。
多
く
の
部
員
が
参
加
す
る
こ
と

で
、
演
舞
の
ク
オ
リ
テ
ィ
や
迫
力
も
増

し
、
観
客
や
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
に
も

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、
助
成
金
は
単
な
る

資
金
提
供
に
と
ど
ま
ら
ず
、
活
動
の
質

を
高
め
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
深
め

る
た
め
の
重
要
な
支
え
と
な
り
ま
し

た
。

　

よ
さ
こ
い
ご
縁
祭
り
で
は
、
私
た
ち

が
日
ご
ろ
の
練
習
で
培
っ
て
き
た
技
術

社
相
模
分
祠
参
道
境
内
で
開
催
さ
れ
る

地
域
の
お
祭
り
で
す
。
地
域
住
民
や
各

地
の
よ
さ
こ
い
チ
ー
ム
が
一
堂
に
会

し
、
演
舞
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
繰
り

広
げ
ら
れ
る
こ
の
お
祭
り
は
地
域
の
文

化
を
再
確
認
し
、
参
加
者
同
士
の
絆
を

深
め
る
貴
重
な
機
会
で
す
。

　

私
た
ち
北
里
三
陸
湧
昇
龍
に
と
っ

て
、
こ
の
祭
り
は
単
な
る
一
つ
の
イ
ベ

ン
ト
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
毎
年
、
私
た

ち
は
各
地
で
行
わ
れ
る
お
祭
り
に
参
加

し
、
演
舞
や
活
動
を
通
じ
て
地
域
と
の

つ
な
が
り
を
深
め
て
き
ま
し
た
。
特

に
、
秦
野
ご
縁
祭
り
は
そ
の
年
の
演
舞

の
納
め
と
な
る
お
祭
り
で
あ
り
、
そ
の

年
の
活
動
を
総
括
し
、
翌
年
へ
の
糧
を

得
る
場
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

こ
の
お
祭
り
に
は
大
き
な
意
味
が
あ

り
、
私
た
ち
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
行

事
で
す
。

　

し
か
し
、
私
た
ち
の
よ
う
な
団
体
が

こ
の
よ
う
な
お
祭
り
に
参
加
す
る
た
め

に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
準
備
や
経
費
が
必

要
で
す
。
衣
装
の
調
達
や
交
通
費
、
さ

ら
に
は
参
加
費
用
や
宣
伝
活
動
の
た
め

の
費
用
な
ど
が
か
か
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
毎
年
参
加
す
る
た
め
に
は
資
金
面

で
の
支
援
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
参
加
費

や
交
通
費
の
負
担
が
大
き
く
、
例
年
演

舞
の
納
め
と
な
る
重
要
な
お
祭
り
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
よ
さ
こ
い
ご
縁

祭
り
へ
の
参
加
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な

い
部
員
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
し
か

災
害
に
際
し
ま
し
て
、
私
た
ち
に
温
か

い
ご
支
援
と
励
ま
し
を
賜
り
ま
し
た
す

べ
て
の
皆
様
に
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た

お
力
添
え
に
応
え
る
べ
く
、
今
後
も
地

域
と
共
に
歩
み
、
よ
り
一
層
の
品
質
向

上
と
信
頼
回
復
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ど
う
か
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支

援
と
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

準
会
員
助
成
金
の
交
付
に
係
る

活
動
内
容

北
里
三
陸
湧
昇
龍　

主
将

金
子　

琉
生

　

今
年
、
私
た
ち
は
助
成
金
を
受
け

て
、
よ
さ
こ
い
ご
縁
祭
り
に
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
お
祭
り

は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な

も
の
で
あ
り
、
毎
年
心
待
ち
に
し
て
い

る
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
で
す
。
助
成
金
の

お
か
げ
で
、
よ
り
多
く
の
メ
ン
バ
ー
が

参
加
で
き
、
よ
り
充
実
し
た
形
で
お
祭

り
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
場
を
借
り
て
、
助
成
金
の
支
援
に
感

謝
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
秦
野
ご

縁
祭
り
に
参
加
し
た
意
義
や
、
そ
の
後

の
活
動
に
つ
い
て
も
ご
報
告
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

よ
さ
こ
い
ご
縁
祭
り
は
、
毎
年
春
と

冬
に
神
奈
川
県
秦
野
市
に
あ
る
出
雲
大

私
た
ち
に
と
っ
て
何
よ
り
の
励
み
で
あ

り
、深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。特
に
、

北
里
大
学
の
Ｏ
Ｂ
有
志
の
会
を
は
じ

め
、
同
窓
の
先
輩
・
後
輩
の
皆
様
か
ら

賜
っ
た
ご
厚
情
は
、
私
た
ち
の
苦
境
に

お
い
て
大
き
な
支
え
と
な
り
ま
し
た
。

共
に
学
び
、
同
じ
志
を
持
っ
て
歩
ん
で

き
た
仲
間
た
ち
の
心
か
ら
の
応
援
は
、

ど
ん
な
困
難
に
も
立
ち
向
か
う
勇
気
と

力
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

は
私
自
身
、
改
め
て
北
里
大
学
で
培
っ

た
「
実
学
の
精
神
」
や
「
開
拓
の
志
」、

そ
し
て
困
難
を
乗
り
越
え
る
強
い
気
概

が
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
を
実
感
さ
せ

る
も
の
で
あ
り
、
今
の
私
の
大
き
な
支

え
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
復
旧
の
目
途
は
未
だ
明
確
に

立
っ
て
お
ら
ず
、
先
行
き
は
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
私
た
ち
は

一
歩
一
歩
着
実
に
復
興
に
向
け
た
努
力

を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。
地
元
の
皆
様

や
関
係
者
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
全

力
を
尽
く
し
て
養
殖
施
設
の
再
建
を
進

め
、
岩
手
の
豊
か
な
海
の
恵
み
で
あ
る

「
さ
ん
り
く
翡
翠
あ
わ
び
」
を
再
び
全

国
の
皆
様
に
お
届
け
で
き
る
よ
う
、
精

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
私
た
ち
の
目
標

は
、
単
に
施
設
を
復
旧
す
る
こ
と
に
と

ど
ま
ら
ず
、
さ
ら
に
高
い
品
質
と
安
全

性
を
追
求
し
、
地
域
経
済
の
発
展
に
も

寄
与
し
て
い
く
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
た
び
の

よさこいご縁祭り
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き
ま
し
た
。
同
時
に
、
こ
れ
ま
で
の
自

分
が
い
か
に
能
登
半
島
の
被
災
を
他
人

事
と
し
て
考
え
て
い
た
か
を
思
い
知
ら

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
を
通
し
て
強
く
感
じ
た
の

は
、
自
分
は
ま
だ
何
も
力
に
も
な
れ
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、

た
と
え
目
に
映
る
街
の
様
子
が
元
通
り

に
な
っ
た
と
し
て
も
、
被
災
さ
れ
た

方
々
の
心
が
癒
え
る
と
は
限
ら
な
い
と

い
う
現
実
。
す
な
わ
ち
物
理
的
な
復

旧
・
復
興
と
、
人
々
の
内
面
的
な
回
復

は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
と
い
う
こ
と

を
実
感
し
ま
し
た
。

　

今
回
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
の

は
、
私
た
ち
を
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
っ

た
能
登
の
皆
さ
ま
、
共
に
活
動
し
た

方
々
、
そ
し
て
助
成
金
と
い
う
形
で
ご

支
援
く
だ
さ
っ
た
三
水
会
の
皆
さ
ま
の

お
か
げ
で
す
。
私
が
能
登
町
の
再
生
に

直
接
貢
献
で
き
た
部
分
は
ご
く
わ
ず
か

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
現
地
で
の
経
験

を
言
葉
に
し
て
伝
え
て
い
く
こ
と
も
、

能
登
の
一
助
と
な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

に
つ
い
て
直
接
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

報
道
だ
け
で
は
知
り
得
な
い
リ
ア
ル
な

声
に
触
れ
、「
被
災
地
」
と
一
括
り
に

さ
れ
が
ち
な
現
場
の
複
雑
で
多
様
な
現

実
を
知
り
ま
し
た
。
夜
に
は
仲
間
た
ち

と
将
来
に
つ
い
て
語
り
合
い
、
新
た
な

視
点
や
価
値
観
を
得
る
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

２
日
目
に
は
奥
能
登
の
冬
支
度
で
あ

る
「
雪
囲
い
作
業
」
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
積
雪
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ
た

め
に
、
木
材
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
板
で
家

屋
を
囲
う
作
業
で
あ
り
、
暮
ら
し
の
知

恵
が
詰
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
山

麓
に
家
を
建
て
る
こ
と
で
田
ん
ぼ
の
面

積
を
広
く
確
保
し
て
き
た
と
い
う
こ
と

も
知
り
、
土
地
に
根
ざ
し
た
工
夫
と
文

化
を
学
ぶ
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
地
域

と
人
と
の
関
係
性
を
学
ん
だ
、
濃
密
な

時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

帰
宅
後
の
11
月
26
日
、
能
登
で
震
度

５
弱
の
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。「
自

分
が
能
登
か
ら
関
東
へ
帰
っ
て
来
た
だ

け
で
、
能
登
に
住
む
人
々
は
今
日
も
能

登
に
い
て
、
そ
こ
に
日
常
が
あ
り
、
生

活
が
あ
る
。
能
登
は
今
日
も
変
わ
ら
ず

能
登
で
あ
り
続
け
て
い
る
。」と
い
う
、

そ
の
ご
く
当
た
り
前
の
事
実
を
実
感
し

ま
し
た
。
思
い
浮
か
ぶ
人
々
、
風
景
、

会
話

│ 
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
、
無
事

だ
ろ
う
か
と
思
う
人
や
土
地
の
存
在
、

そ
れ
に
よ
り
能
登
を
自
分
ご
と
と
し
て

捉
え
る
よ
う
に
変
化
し
た
自
分
に
気
づ

　

そ
れ
か
ら
十
数
年
が
経
過
し
、
今
回

支
援
活
動
に
参
加
で
き
る
機
会
を
得
た

こ
と
で
、
迷
わ
ず
参
加
を
決
意
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
往
路
で
飛
行
機
か
ら
能

登
の
景
色
を
眺
め
た
際
、
こ
の
地
域
に

広
が
る
現
実
を
想
像
し
、
胸
が
締
め
つ

け
ら
れ
る
よ
う
な
感
覚
に
襲
わ
れ
ま
し

た
。

　

初
日
に
は
、
土
砂
崩
れ
に
よ
る
被
害

を
受
け
た
お
寺
の
裏
山
で
土
砂
か
き
作

業
を
行
い
ま
し
た
。
ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
で

石
を
砕
き
撤
去
し
た
り
、
草
木
や
土
砂

を
土
嚢
袋
に
詰
め
て
運
搬
し
た
り
す
る

と
い
う
力
仕
事
が
中
心
で
し
た
。
10
人

以
上
の
大
人
が
揃
っ
て
い
て
も
、
作
業

は
予
想
以
上
に
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら

作
業
を
進
め
た
結
果
、
肉
体
的
な
疲
労

を
感
じ
る
瞬
間
は
あ
っ
た
も
の
の
、
精

神
的
な
負
担
は
な
く
、
仲
間
と
共
に
取

り
組
む
こ
と
の
意
義
と
心
強
さ
を
実
感

し
ま
し
た
。

　

作
業
後
に
は
能
登
町
役
場
の
復
興
推

進
課
の
方
か
ら
、
地
域
の
現
状
や
課
題

を
披
露
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
交
流
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
演
舞
を

披
露
し
た
際
に
は
、
地
域
の
方
々
か
ら

の
温
か
い
応
援
や
拍
手
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
、
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
一
人
一

人
に
と
っ
て
大
き
な
達
成
感
と
喜
び
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
よ
さ
こ

い
ご
縁
祭
り
に
参
加
し
た
こ
と
は
、
私

た
ち
の
活
動
の
大
き
な
ス
テ
ッ
プ
と
な

り
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、

今
後
よ
り
多
彩
で
迫
力
の
あ
る
演
舞
を

披
露
で
き
る
よ
う
に
努
力
を
重
ね
て
い

き
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
域
に
も
貢
献
で

き
る
よ
う
に
活
動
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

能
登
町
で
の
復
興
支
援
を
振
り

返
っ
て

海
洋
生
命
科
学
部　

森 

陽
香

　

２
０
２
４
年
11
月
23
・
24
日
、
私
は

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
と
令
和
６
年

奥
能
登
豪
雨
で
被
災
し
た
能
登
町
に
て

支
援
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
関
心
を
抱
い

た
の
は
、
小
学
２
年
生
の
頃
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
が
き
っ
か
け
で
す
。

被
災
地
の
力
に
な
り
た
い
と
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
選
考
を
受
け
た
も
の
の
不
合

格
と
な
り
、
私
に
で
き
た
の
は
数
百
円

の
募
金
だ
け
で
し
た
。
そ
の
無
力
感
は

心
に
深
く
残
り
続
け
て
い
ま
し
た
。

土砂かき作業中

雪囲い
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　三水会会報（北里大学海洋生命科学部同窓会会報）は、昭和55年10月25日発行の創刊号
から数えて、今回で第90号となりました。
　創刊号は、水産学部同窓会として発行され編集者は田代茂年氏で、その後、大野良樹
氏、川添一郎氏、そして現会長の内藤文隆氏へと受け継がれ、途切れなく発行してきました。
　三水会の会員数は8400名を超える団体となり、年齢層も年々幅広くなっておりますの
で、より会員同士の親睦を深め、親睦の輪が広がってゆくことを願って、これまでの会報
を継承するとともに、より読みやすく、迅速な情報発信を果たすようにいたします。

■ 北里大学　路の会（アウトドア部）の50周年記念会
・開催日：2025年11月15日（土）　16～19時（15時30分開場）
・会　場：小田急ホテル・センチュリーサザンタワー（新宿駅南口から徒歩３分）
・会　費：15,000円
・申　込：http://www.pagemaker1985.com/kitasato.html

■ 北里大学海洋生命科学部同窓会　三水会　会員登録データの変更・追加フォーム
　ご卒業生の皆様の会員登録データは、今までメール・電話でお知らせいただいていましたが、以下のフォームか
ら変更･追加がご自身で行えます。
　項目を入力し、送信下さい。
　なお、当該フォームは株式会社フューチャースピリッツの
「フォームメーラー」というサービスを利用しています。
　・会員登録データの変更・追加フォーム
　　https://business.form-mailer.jp/fms/559c3b1b254834

■ 同期会、クラブOB会、研究室同窓会等、集会を開催予定の方へ
　三水会では正会員の同期会、クラブOB会、研究室の同窓会等を開催される場合、下記の助成を行います。
　【会員管理システム利用申請書】を事前に提出すると、審査の結果、名簿の一覧やDMラベルの提供が受けられま
す。（DMラベルは一部有料の場合があります。）
　【三水会同期会等助成金申請書】を事後に提出すると、一団体100,000円を上限に、10名以上の集会に対し会員１
名あたり1,000円の助成が受けられます。（交付は審査の上、１団体・年度内１回までの利用とする。）
　同期会、OB会等の集会情報は、三水会会報や三水会HPに告知掲載することができます。（申し込み等、詳細につ
きましては三水会事務局までお問い合わせください。）
　助成金の交付を受けた団体等は、交付後活動内容を三水会会報に寄稿するものとする。
　詳細等、申込みにつきましては事前に下記、三水会事務局までご通知ください。
　・E-mail：information@kitasato-sansuikai.jp
　・ＴＥＬ：0120－873－135

■ 年会費納入のお願い
　北里大学同窓会は、会員の皆様の会費収入で運営されています。会員の皆様のご理解とご協力をお願いいたしま
す。卒業10年後（11年目）から年会費制度が実施されています。
　年会費納入の方は、北里大学同窓会会報に同封の振込用紙、または下記まで納入下さいますようお願い致します。
（必ず会員番号とお名前を明記してください）※会員番号が不明な方は卒業年・学部を、または同窓会事務局までお
問い合わせください。
　口座番号（ゆうちょ銀行）00100－8－574703
　他の金融機関からお振込の場合　銀行名：ゆうちょ銀行　金融機関コード：9900
　店番：019　預金種目：当座　店名：〇一九店（ゼロイチキユウ店）口座番号：0574703
　加入者名：北里大学同窓会年会費口　振込金額　１年分5,000円　５年分20,000円

編
集
後
記
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